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○取手市立学校等給食費徴収規則

令和２年３月２５日

教委規則第６号

改正 令和２年５月２６日教委規則第１４号

令和２年８月１９日教委規則第１８号

令和３年３月２４日教委規則第１２号

令和４年２月２３日教委規則第２号

令和４年３月２９日教委規則第７号

取手市立学校等給食費取扱規則（平成１７年教育委員会規則第２０号）の全部を改正する。

（趣旨）

第１条 この規則は，学校給食法（昭和２９年法律第１６０号。以下「法」という。）の規

定に基づき，取手市立の小中学校及び幼稚園における学校等給食費の徴収に関し必要な事

項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規則において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めると

ころによる。

(1)学校給食 法第３条第１項に規定する学校給食をいう。

(2)幼稚園給食 取手市立幼稚園設置条例（平成１７年条例第４６号）に規定する幼稚園（以

下「幼稚園」という。）において，その園児に対し実施する給食をいう。

(3)学校給食費 法第１１条第２項に規定する学校給食に要する経費であって，取手市立学

校設置条例（昭和４４年条例第１５号）に規定する小学校及び中学校（以下「小中学校」

という。）で学校給食の提供を受ける児童及び生徒の保護者並びに勤務する教職員（調

理業務受託事業者を含む。）が負担するものをいう。

(4)幼稚園給食費 幼稚園給食に要する経費のうち，幼稚園給食の提供を受ける園児の保護

者及び幼稚園教諭が負担することが適当であると市長が認めるものをいう。

(5)学校等 小中学校及び幼稚園をいう。

(6)学校等給食 学校給食及び幼稚園給食をいう。

(7)学校等給食費 学校給食費及び幼稚園給食費をいう。

(8)児童等 児童，生徒及び園児をいう。

(9)保護者 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）第１６条に規定する保護者をいう。

(10)教職員等 教職員及び幼稚園教諭並びに調理業務受託事業者をいう。
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(11)学校長等 小中学校の校長及び幼稚園の園長をいう。

（学校等給食費の月額）

第３条 学校等給食費の月額は，別表に規定する額とする。

２ 学校等給食の１日当たりの単価（以下「１日当たりの単価」という。）は，前項に規定

する学校等給食費の月額に学校等給食を提供する月数を乗じ，当該年度の運営予定日数で

除して得た額とする。この場合において，１円未満の端数が生じたときは，これを切り捨

てるものとする。

３ 園児の学校等給食費の月額の内訳は，主食費及び副食費とし，それぞれ次に掲げる方法

で算出するものとする。

(1)主食費 米飯類，パン類及び麺類ごとの購入単価に，それぞれの提供日数を乗じて得た

額を，学校等給食を提供する月数で除して得た額

(2)副食費 園児の学校等給食費の月額から主食費の額を差し引いて得た額

（学校等給食費の月額の変更）

第４条 市長は，前条第１項に規定する学校等給食費の月額を変更するときは，取手市立学

校等給食運営協議会に諮り決定するものとする。

（学校等給食の申込み）

第５条 児童等の保護者又は教職員等は，あらかじめ学校等給食申込書（様式第１号）又は

学校等給食申込書（教職員等用）（様式第２号）を市長に提出しなければならない。

２ 前項の規定による申込みをせずに学校等給食の提供を受けた者は，前項の規定による申

込みがあったものとみなして，この規則を適用するものとする。

３ 前２項の規定による申込みの効力は，次の各号に掲げる区分に応じ，当該各号に定める

期間に限り継続するものとする。

(1)児童又は生徒 小中学校に在籍している期間

(2)園児 幼稚園に在園している期間

(3)教職員等 学校等に勤務している期間（同一会計年度に限る。）

４ 学校等給食の提供を受ける者は，第１項の規定による申込みの内容に変更が生じたとき

は，学校等給食申込（変更・終了）届（様式第３号）を市長に提出しなければならない。

（学校等給食費の減額）

第６条 学校等給食費は，減額しないものとする。
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２ 前項の規定にかかわらず，当該月において学校等給食の実施日数が１日から９日までの

場合は，当該月の学校等給食費の額を１日当たりの単価に学校等給食の実施日数を乗じた

額に減額することができる。

３ 児童等の保護者又は教職員等は，疾病その他やむを得ないと認められる理由により継続

的に学校等給食の提供を受けない場合は，あらかじめ学校等給食欠食届（様式第４号）を

市長に提出しなければならない。この場合において，当該月における学校等給食の提供を

受ける日数が９日以下になるときは，学校等給食費の額は，第１項の規定にかかわらず，

１日当たりの単価に学校等給食の実施日数を乗じた額に減額することができる。

４ 児童等の保護者又は教職員等は，牛乳アレルギーその他やむを得ないと認められる理由

により継続的に飲料の提供を受けない場合は，あらかじめ学校等給食飲料代（牛乳代）減

額申請書（様式第５号）を市長に提出しなければならない。この場合において，学校等給

食費の額は，第１項の規定にかかわらず，当該提供を受けない飲料に相当する額を差し引

いた額に減額することができる。

５ 市長は，前２項の規定による書類の提出を受けたときは，その内容を審査し，適当と認

めるときは，その旨を学校等給食（欠食・減額）決定通知書（様式第６号）により児童等

の保護者又は教職員等に通知するものとする。

（学校等給食費の免除）

第７条 前条第１項の規定にかかわらず，市長は，次に掲げる学校等給食費を免除する。

(1)学校等給食の提供を受ける園児の保護者のうち，取手市特定教育・保育施設及び特定地

域型保育事業の運営に関する基準を定める条例（平成２６年条例第２３号）第１３条第

４項第３号に規定する費用の額の支払を受けないものが納入すべき幼稚園給食費（第３

条第３項第２号に規定する副食費に係る部分に限る。）

(2)取手市就学援助規則（平成１８年教育委員会規則第１４号）に基づき就学援助を受けて

いる児童又は生徒の保護者が納入すべき学校給食費

（学校等給食数の変更）

第８条 学校長等は，学校行事その他の理由により学校等給食の実施数（以下「学校等給食

数」という。）に変更が生じるときは，教育委員会に報告しなければならない。

（学校等給食数の実施報告）

第９条 学校長等は，当該学校等で実施した学校等給食数について，学校等給食実施確定数

報告書（様式第７号）により，当月分の確定数を翌月の３日までに教育委員会に報告する

ものとする。
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（学校等給食費の徴収方法）

第１０条 学校等給食費は，口座振替の方法により徴収するものとする。ただし，市長が特

に認めるときは，納入通知書により徴収することができる。

（学校等給食費の納入期限）

第１１条 学校等給食費の納入期限（以下「納入期限」という。）は，次の各号に掲げる学

校等給食の実施月の区分に応じ，当該各号に定める日とする。

(1)４月から７月まで 翌々月の末日

(2)９月，１０月，１２月及び１月 翌月の末日

(3)１１月 翌月の２５日

(4)２月及び３月 同年の３月２９日

２ 前項各号に掲げる納入期限が取手市の休日を定める条例（平成元年条例第２９号）第１

条第１項に規定する市の休日に当たるときは，その日以後の最初の市の休日ではない日を

納入期限とする。

３ 前２項の規定にかかわらず，市長は，同項に規定する納入期限により難いと認めるとき

は，別に納入期限を定めることができる。

（督促）

第１２条 市長は，学校等給食の提供を受けた児童等の保護者又は教職員等が，納入期限ま

でに学校等給食費を納入しないときは，当該保護者に対し，期限を指定して督促状を発し

なければならない。

（その他）

第１３条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は教育委員会が別に定める。

付 則

（施行期日）

１ この規則は，令和２年４月１日から施行する。

（令和２年８月に実施する学校等給食の特例）

２ 第６条第２項の規定にかかわらず，令和２年８月に実施する学校等給食に係る学校等給

食費の額は，１日当たりの単価に学校等給食の実施日数を乗じた額に減額することができ

る。

３ 第１１条第１項の規定にかかわらず，令和２年８月に実施する学校等給食に係る学校等

給食費の納入期限は，令和２年１１月２日とする。

（令和４年１月から３月までに実施する学校等給食の特例）
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４ 第６条第１項及び第２項の規定にかかわらず，令和４年１月から３月までに実施する学

校等給食について，新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属のコロ

ナウイルス（令和２年１月に，中華人民共和国から世界保健機関に対して，人に伝染する

能力を有することが新たに報告されたものに限る。）である感染症をいう。以下同じ。）

の影響による学校等給食の欠食（以下「新型コロナウイルス感染症による欠食」という。）

が生じる児童等の保護者及び教職員等が支払う学校等給食費の額は，次の各号に掲げる区

分に応じ，それぞれ当該各号に定める額に減額することができる。

(1)学校等給食の提供を受けた日数が１か月当たり１０日以上の児童等及び教職員等 別

表に規定する学校等給食費の月額から，１日当たりの単価に新型コロナウイルス感染症

による欠食日数を乗じた額を差し引いて得た額

(2)学校等給食の提供を受けた日数が１か月当たり９日以下の児童等及び教職員等 １日

当たりの単価に学校等給食の提供を受けた日数を乗じた額。ただし，学校等給食の提供

を受けた日数に新型コロナウイルス感染症による欠食以外の理由による欠食日数を加え

て得た日数が１０日以上の場合は，前号に定める額

５ 新型コロナウイルス感染症による欠食は，次に掲げる理由による学校等給食の欠食とす

る。

(1)新型コロナウイルス感染症の影響による学校保健安全法（昭和３３年法律第５６号）第

２０条に基づく学校等の臨時休業

(2)前号に掲げるもののほか，教育委員会が特に認めるもの

６ 第１１条第１項の規定にかかわらず，令和４年１月から３月までに実施する学校等給食

に係る学校等給食費の納入期限は，同年３月２９日とする。

付 則（令和２年教委規則第１４号）

この規則は，公布の日から施行し，令和２年４月１日から適用する。

付 則（令和２年教委規則第１８号）

この規則は，公布の日から施行し，令和２年８月１日から適用する。

付 則（令和３年教委規則第１２号）

この規則は，令和３年４月１日から施行する。

付 則（令和４年教委規則第２号）

この規則は，公布の日から施行し，同年１月１日以後に実施する学校等給食について適用

する。

付 則（令和４年教委規則第７号）



取手市立学校等給食費徴収規則

-6-

この規則は，令和４年４月１日から施行する。

別表（第３条関係）

方式 対象者 学校等給食費の月額

学校給食センター調理業務方式 児童 ４，４４０円

生徒 ４，９５０円

教職員 ４，９５０円

園児 ４，３７０円

幼稚園教諭 ５，０５０円

各学校調理業務方式 児童 ４，５７０円

生徒 ５，０８０円

教職員 ５，０８０円

調理業務受託事業者 ６，３７０円
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